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動脈硬化リスクによる心血管疾患と食事栄養療法

研究内容

　超高齢化社会の我が国では，健康寿命延伸の対策と

して高血圧，糖尿病，脂質異常症の治療や食事栄養療

法が重要です．我々の研究室では，動脈硬化の進行す

る原因について，炎症細胞，血管内皮細胞，炎症性サ

イトカイン，脂質異常症，家族性高コレステロール血

症，女性と心血管疾患との関連を研究してきました．

現在力を入れている研究テーマは，動脈硬化危険因子

をコントロールしても動脈硬化が進む機序についてで

す．この残余リスクの一つに，若年でも認められる高

Ｌ P(a) 血症があげられます．高 LP(a) 血症に対する有

効な薬剤療法（治験中）は今のところありません．我々

の研究室では，高 LP(a) 血症の動脈硬化進行の機序や有効な栄養素の同定，栄養食事療法の確立に取り組んでいます．
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社会連携・産学連携の可能性

　動脈硬化進展を抑制する食事栄養療法や食品開発への提案や共同研究が可能です .
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図 1. LDL コレステロール (LDL-C) コントロール後の高 LP(a)
値による心血管イベント (MACE)


